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  感謝の人(ローマ5:8)
感謝の人は、脳に肯定的な良い刺激が与えられるそうです。その結果、配慮深い人になり、物事を希望の目で見るようになるそうです。反対に感謝のない人は、脳に否定的な悪い刺激が与えられ、あれこれストレスになり、欲に駆られるようになるそうです。医学的にそのような統計があるみたいです。だから、感謝しようではありません。私たちクリスチャンの場合は、違う次元の感謝の主人公です。実際、人生というものは、感謝と不満なことが入り交ざって歩いているものです。そのままそこに振り回されると、結局そのような人生になるしかないのではないでしょうか。しかし、信者にとって感謝というのは、サタンとの霊的な戦いにおいて最高の武器となるものであり、また、この世において言われている普通の感謝をはるかに超えて、すべてのことに感謝するための材料になるものです。
信者の感謝というのは、どのようなものなのでしょうか。信者の感謝というのは、すべてのことに優先して、まず救いの恵みに感謝することです。これこそが信者の感謝です。それぞれ自分自身にこのように問いかけて見る必要があると思います。「もし私が救われなかったら、どうなってしまったのだろうか」と真剣に真面目に自分自身に聞いてみてください。もし救われなかったら、自分も知らないうちに、また、自分の意志とは全く関係なく、エペソ2：1にあるように、自分のたましいは、罪と罪過の中にあって死んだままの状態です。それが何を意味するかと言いますと、エペソ2：3にあるように、生まれながら神の御怒りを受けるしかない、つまり、滅びの運命を抱えているままの状態です。どこに住んでいようが、いまどういう仕事をしていようが、健康なのか病気なのか関係なく、滅びの運命のままなのです。そして、その状態の中でエペソ2：2にあるように、自分なりに頑張っていきていこうと思うのですが、その思いとは裏腹に空中の権威を持つ支配者、サタンに支配され、そのサタンが作り出した世の流れ、神に敵対し神から離れるしかない世の風潮に流されて生きるしかありません。もし救われなかったら、いまもその状態のままなのです。

その結果、いつか人生が終わるその時に、ヘブル9：27にあるように、さばきを受けて、永遠の滅びのところに入れられる地獄の運命が待っているのです。どんなに頑張っても変わることなくこのままの状態なのです。もし救われなかったら。ですから、その間、一度限り許されている人生を生きていて、皆が幸せになりたいと願っているのですが幸せになれず、また、偽物の幸せが幸せだと思い、それにしがみつきエネルギーを費やすようになるしかありません。願いはあります。しかし、思い通りにうまくいかないし、もし自分の願いが成就して達成できたとしても、そこに待っている願いが達成したことによってはどうにもならない大きな、大きな穴が空いていることを見るようになります。結局、右を見ても左を見ても、何をどうしても限界にぶつかり、人間関係の限界や家庭の限界や健康の限界、社会の限界、すべての限界にぶつかるようになるしかありません。だから、聖書に書いてあるとおりに、疲れて重荷を負うようになるしかありません。もし救われなかったら、このような人生を生きるしかないし、いまだにその中にいるわけです。一言で抜けられない不幸の運命のままなのです。もし私たちが救われなかったら、救いを軽んじる人、救いをただ理論として考える人は、なんとかわいそうな残念なことなのでしょうか。

なぜ救われなければこうなるしかないのかと言いますと、創世記1：27に書いてあるとおり、人は神様が特別に神のかたちに造られて、神様と一緒でない限り不幸になるしかない存在なのです。けれども、罪を犯すことによって、その神様から離れることになりました。その結果、救われない限り、神様と出会い、また、神様と一緒にならない限り、滅びる運命のままです。頑張ればどうにかなるだろうと思うでしょうけれども、それと全く関係なく、状況がどう変わろうが、それと全く関係なく、また、自分の意志とも関係なく、この運命の力にとらわれているままなのです。そのような私たちを神様が憐れみ、不思議で不思議でしょうがないでしょうけれども、神様の無条件の愛をもって、そこから私たちを救い出されました。それによって私たちは救われたわけです。
今日、読んでいただきました聖書の箇所にもあるように、神様が私たちを愛して、ひとり子イエス・キリストを十字架に引き渡されて、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかにしておられます。そのひとり子イエス・キリストは、まったく罪のない神様ご自身なのに、マルコ10：45にあるように、十字架に引き渡されたというのは、どうにもならない滅びの運命に捕らわれている罪人である私たちの身代わりとして、あがないのいけにえとして捧げられたわけです。このような不思議な方法によって、私たちは救われました。そして、その十字架の上でイエス・キリストは、おっしゃいます。すべてを完了したと。救いのためのすべてを完了されました。そして、イエス様が招いていらっしゃいます。預言したことをそのまま成就されて、イザヤ55：1を見ると、だれでも価なしに、わたしのところに来て飲みなさい。ヨハネ7：37-38を見ますと、だれでもわたしのところに来て、飢え渇いているものは飲みなさい。わたしからいのちの泉が沸き起こるからと招いていらっしゃいます。救いのすべてを成し遂げられて、身代わりとして罪のないイエス・キリストがあがないの犠牲のいけにえとして捧げられることによって、すべてを完了されましたので招いていらっしゃいます。マタイ11：28、「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」。このようにして救いの道が開かれました。これはまったき神様の恵みなのです。人間の頭では、人間の計算には当てはまらない、神様の恵みのほかにはありません。エペソ2：8、「恵みのゆえに、信仰によって救われたのです」。ですから、だれでもこのイエス・キリストを受け入れた人、すなわちその名を信じたものは救われる。このような内容を福音と言います。このようにして罪によって滅びるしかないし、自力では抜けられない滅びの運命から、悪魔の手から完全に解放されて、救われるようになったわけです。神様はこのようにして私たちを導き、そして、救いの祝福を与えられました。
では、救われた今現在の私たちはどのような存在なのでしょうか。ローマ8：2にあるように、死と罪の原理から、いままで申し上げましたどうにもならない地獄の滅びの運命から完全に解放されて引き離されました。もう二度とそちらに戻ることなどはありません。それだけではなく、神様が罪を聖めて、この滅びの運命を聖めることによって、私たちの中に入ってこられて、私たちを住まいにして住まわれることになりました。あなたがたは聖霊が宿る神の神殿であることが分かっていないのか。救われることによって神様と一つになったわけです。その結果、皆がうまくいけば幸せ、何かの問題があれば不幸と間違って考えているこの中で、エペソ1：3のとおり、天にある霊的すべての祝福をいただいているものなのです。救われたことによって、滅びの運命が終わり、神様がともにおられ、いつまでも離れることができない神様とワンネスとなり、その結果、いつでも、どこにいようが、どんな状況であろうが、どんな問題を抱えていようが、それと全く関係なく、天にある霊的すべての祝福をいただいている幸いなものであり、奪われることのない幸せの主人公なのです。そして、いつかは人生が終わり、そのときに天に召され、天の御国の保証が与えられているものです。ピリピ3：20、天の御国の国籍が与えられているものなのです。それが救われたということです。もし救われていなかったら、どうなってしまったのでしょうか。もう怯えるしかないのではないでしょうか。そのことを考えて、信者はすべてのことに優先して、良いことがあるか、悪いことがあるかということを考える以前に、優先して救いの恵みを感謝する人です。そして、それにとどまらず、信者はこの救いが永遠に変わらないことに気づき、それを感謝する人なのです。その感謝があれば勝利の人生を歩むようになるでしょう。ローマ8：38-39まで読みます。「私はこう確信しています。死も、いのちも、御使いも、権威ある者も、今あるものも、後に来るものも、力ある者も、高さも、深さも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスにある神の愛から、私たちを引き離すことはできません」。このみことばが聖霊の働きによって、信者の皆さんはたましいの奥まで届いて染み込まれることを心から祈りたいと思います。どんなことがあっても、この救いは変わることはありません。たとえ私たちが間違いを犯したとしても、それを勧めるわけではありませんが、この救いは変わることはありません。神様の愛には変わりはありません。そのような不思議な、不思議なだれも手を付けることができない救いの祝福をいただいているものなのです。ヘブル10：14、キリストが一回ご自分を捧げることによって、永遠に救いを全うされたとあります。10：18には、もう二度と血の捧げものなどを捧げる理由はありません。みなさんが罪を犯すことによって、イエス様が改めて十字架にかけられるようなことなどはありません。一回の十字架によって永遠に聖められ、この救いの祝福は永遠に変わることはありません。ただ私たちが勘違いして「こうなってしまったので、こうなるだろう」「ああなってしまったから、ああなるだろう」と勝手に勘違いするだけであって、それはサタンに騙されることです。永遠に変わらない救いの祝福です。ですから、何があっても永遠に変わらないわけなので、完全に勝利の人生を歩むようになります。これが救いです。だから、感謝するわけです。ローマ8：31-37まで読みます。この神のみことばが剣となって皆さんのたましいの奥の奥まで届くことを祈りたいと思います。「31では、これらのことからどう言えるでしょう。神が私たちの味方であるなら、だれが私たちに敵対できるでしょう。32 私たちすべてのために、ご自分の御子をさえ惜しまずに死に渡された方が、どうして、御子といっしょにすべてのものを、私たちに恵んでくださらないことがありましょう。33 神に選ばれた人々を訴えるのはだれですか。神が義と認めてくださるのです。34 罪に定めようとするのはだれですか。死んでくださった方、いや、よみがえられた方であるキリスト・イエスが、神の右の座に着き、私たちのためにとりなしていてくださるのです。35 私たちをキリストの愛から引き離すのはだれですか。患難ですか、苦しみですか、迫害ですか、飢えですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか。36 「あなたのために、私たちは一日中、死に定められている。私たちは、ほふられる羊とみなされた。」と書いてあるとおりです。37 しかし、私たちは、私たちを愛してくださった方によって、これらすべてのことの中にあっても、圧倒的な勝利者となるのです」。永遠に変わらない救いの祝福なので、どんなことがあろうが私たちは圧倒的な勝利者になれるわけです。騙されないようにしましょう。自分自身に捕らわれないように。だから、感謝するしかありません。
そして、この感謝に気づいているものは、信者の人生そのものが、人生のすべてが答えであることに気づいて感謝するようになります。クリスチャンの感謝というものは、そのような感謝なのです。そのときに悪魔、サタンを踏み砕いて勝利できるようになります。ローマ8：28、すべてのことを働かせて益としてくださいます。勝利するだけではありません。私たちを見たときには良いこと、悪いこと、間違い、正しい、いろいろあるでしょうけれども、そのすべてが救いの祝福を超えられないので、神の計画を超えることができないので、そのすべてが結局は益となる、すべてが祝福に変えられる、そのような不思議な、不思議な救いの祝福に預かっているものなのです。どこまで益となるかというと、ピリピ1：21、人間が一番怖がる恐怖の死でさえ益となる、そのような存在に造り変えられること、それを救われたというのです。この感謝のある人に誰が敵対できるでしょうか。悪魔はギブアップなのです。悪魔が降伏するわけです。死の影の谷を歩いていても、私には乏しいことはありません。それがクリスチャンです。どこからそのような告白が生まれるのでしょうか。救いの感謝からです。なにごとがあっても、すべてのことに優先して。これが大切です。救いの感謝です。

その結果、どんな状況の中でも何があってもローマ5：2にあるように、心配したり妬んだり憎んだり焦ったりせずに、神の栄光を大いに望んでそれを見上げるわけです。それが私たちの人生の中でクリスチャンがやるべきことであり、クリスチャンの特権です。死の影の谷を歩く時にも、人に誤解を、濡れ衣を着せられた時でも、刑務所に入れられたその時でも、病気にかかった時でも、神の栄光を大いに望んで喜ぶわけです。これがクリスチャンの生き方です。つまり、何も恐れずに、何もうらやまずに、何も問題にせずに、何も引っかからずに。そのときに普通の感謝を超えてⅠテサロニケ5：16-18にあるように、常に喜んで、いつでもお祈りを捧げて、すべてのことに感謝する。その意味が理解できて、また実際、それを実行するようになり、そのたびに悪魔が踏み砕かれて、暗闇の力が踏み砕かれて、光の神のみわざが現れ、神の国が展開されるようになります。大騒ぎによって勝利するわけではありません。本物の感謝、普通の感謝ではありません。それをはるかに上回るすべてのことに感謝です。皆さん、自分の過ちに対しても感謝できるでしょうか。合理化という意味ではありません。家庭内に問題があるのに感謝できるのでしょうか。事故に遭って怪我をしました。感謝できるのでしょうか。国の政治があやふやになったときに感謝できるのでしょうか。
ある青少年が自殺寸前の悩みを抱えて引きこもっていたそうです。家庭内の様々な事情が傷になっていました。牧師が呼んで言いました。「おまえは12歳のときに親が離婚して、家庭環境がぐちゃぐちゃになっていることに対して恨みつらみ、傷として抱えて不幸だと思うでしょう。私が見るにはそれは祝福だよ。学校でもどこに行っても教えてもらえない人間の本当の問題をあなたは神様が直接にダイレクトに自ら教育をしていらっしゃることなのだよ。なんと感謝なのか。だから、神様はキリストをおまえのために十字架に引き渡されたのだよ。そのキリストこそが答えなのだよ。キリストに出会うために、しかもキリストオンリーの人生を歩んでもらうために、おまえが不幸だ、悲しみだと思っているそれが許されていることなのだよ。感謝じゃないのか」。すべてのことが感謝なのです。そうでない場合は、どんなに理屈が通じる話であっても、自分はいま悪魔に騙されているんだと思えば正解です。キリスト・イエスの御名によって偽りのサタン、悪霊は去れと叫んで退けてください。普通の計算で測ってはいけません。それをはるかに上回るすべてのことに感謝する、不思議で不思議でしょうがありません。圧倒的な勝利者になるだけではなくて、それがすべて祝福に変えられます。ペテロがイエス様を目の前でのろいながら三度も否定しました。それは間違いです。それは悪魔にやられたことなのです。しかし、結局、それも益になります。何が問題なのでしょうか。問題はありません。サタンとの霊的な戦いの人生において、この感謝という武器がなければ負けっぱなしの人生を生きるしかないでしょう。自分の頭の中ではこうで、ああで、いろいろな理論や理屈があるかもしれませんが、それは人生に何も役に立ちません。

どのようにしてこれを感謝することができるのでしょうか。ものすごくシンプルで簡単です。すでにイエス・キリストを信じる信者に神様が与えられていらっしゃるものなので信じればいいのです。いま申し上げました内容をただ信じれば、それでこれから皆さん、何かを考えて、何かを判断して決める以前に、その前に一番真っ先にまずこの救いの祝福を感謝するようにしていきましょう。それを生活の習慣にしていきましょう。祈りの一番真っ先にこの感謝を捧げることです。それが祈りです。そして、この感謝によって祈りが生まれるようになります。それこそが正しい祈りなのです。イザヤ40：31、どんな状況であろうが、主を見上げるものは、鷲が翼をかって上るように上ることができる。それが感謝です。国がいま滅びるような状況なのに、救いの祝福を感謝するところからスタートなのです。悪い良いということではありません。左か右か、保守か進歩なのか、そういう話ではありません。この国が植民地なのですがどうしましょう。あなたがたは知らなくてもいいです。聖霊が臨まれると力を受けます。まず救いの祝福を感謝して、そうすると、聖霊充満という結論にたどり着くようになります。それが祈りです。でも、植民地はどうしましょう。知らないよ。その国のためにも、クリスチャンの私たちが主を見上げること、まずまっさきに感謝すること、それでないとどんな理論、理屈があっても悪魔には勝てません。祈りを教えてください。2部の礼拝でも申し上げますが、何を食べるか飲むか心配せずに、まず神の国と義を求めなさい。それがまず感謝しなさいという意味なのです。そのようなまことの感謝、最高の武器になる感謝、人生を豊かに、豊かにする勝利の道へと導かれる感謝。その感謝の主人公として。これから残りの生涯を豊かに、豊かに実を結んでいただきたいと願います。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。人生そのもの、良いこと悪いこと、また感謝と不満が入り交ざって歩いていくしかありません。しかし、信者の私たちはそこで真っ先に優先して救いの不思議な恵みを感謝することによって、すべてのことに感謝する、悪魔が震える、悪魔がギブアップする、そのような勝利の主人公として残りの生涯を歩めるように恵みを与えて導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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